
NEP2024 ウシの低受胎の改善に向けた新しい検査サービス

乳用牛及び肉用牛の大部分が人工授精によって繁殖している。牛の受胎率の低下
は、生産性が低下により農家の収益が減少するため、適切な対応が必要となる。
牛の受胎率低下には様々な要因が複雑に関与しており、低受胎の原因が不明な場
合も多く、対応が難渋している。本事業では、腟バイオマーカー菌の測定により、
検査牛（受胎性が低下した原因が不明な牛）の受胎性の状態を推定し、改善策を
提案する全く新しいサービスを提供する。

・検査系の確立
・PoC
・市場調査（特に海外）

事業代表者：内山 淳平（うちやま じゅんぺい）
岡山大学 学術研究院医歯薬学域・准教授
役割：試験デザイン・データ解析と検査の確立

事業分担者 ：八木沢 拓也（やぎさわ たくや）
北海道農業共済組合 美瑛家畜診療所・係長
役割：試験デザイン・採材
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事業化検証（フェーズ１ FY2024 Q1, フェーズ2 Q4, 
フェーズ３ FY2025 Q4）を予定している。
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